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各種会議行事報告

上段：水土里ネットフェスタ

下段：国営豊沢川農業水利事業

完工記念植樹

10/ 1 太田地区換地委員会

2 水土里ネット親睦ソフトボール大会

6 柴沼地区実施委員会

7 太田地区一時利用地指定縦覧（8日まで）

10 水土里ビジョン策定に向けた勉強会

土地改良法の改正に伴い土地改良区が関係者と連携し、土地改良施設に係る保全の取り組みを行う連

携管理保全計画（水土里ビジョン）の策定に向けて、県の担当者を招いて花巻市内の４改良区が合同で

研修会を行いました。

〃 借入金償還特別賦課金通知書並びに広報とよさわ川第136号発行

15 全国土地改良大会佐賀大会、大沢地区換地委員会

16 太田地区工事説明会

18 水土里ネットフェスタ

ＪＡいわて花巻新穀感謝祭の会場において、豊沢川農業水利

事業建設所、猿ヶ石北部土地改良区及び当改良区の合同で、水

土里ネットフェスタを開催しました。改良区のブースには約500

人の市民が来場し、土地改良区の啓発普及のＰＲ活動等を行い

ました。

24 第７回理事会、第６回監事会、第１回定期監査

27 農業農村整備事業等に関する農林水産省予算説明会・意見交換会

28 農業農村工学会施設見学来所

29 太田地区営農部会

31 岩手県農業水利施設等ＧＸ研修会

11/ 1 東十二丁目ほ場整備推進委員会先進地視察研修来所

7 太田地区実施委員会・営農部会

9 北上川河川清掃

10 いきいき農村基盤整備事業入札

13 国営豊沢川農業水利事業完工記念植樹

国営豊沢川農業水利事業の完工を記念して、旧豊沢ダム

管理所跡地に山桜を植樹しました。

14 阿賀川土地改良区施設研修来所、柴沼地区換地委員会、太田地区営農部会

17 大沢地区権利者会議

平成29年度より事業実施しておりました県営経営体育成基盤整備事業大沢地区の権利者会議が開催

されました。権利者57名中50名の出席により、提案された換地計画について決定されました。

19 国営豊沢川農業水利事業完工式

21 土地改良施設の整備補修事例検討会現地研修会、柴沼地区一時利用地指定縦覧

26 農業農村整備の集い

27 大興寺地区・大瀬川地区基盤整備事業推進委員会視察研修来所

12/ 4 第７回監事会、第８回理事会、第８回監事会、太田地区営農部会、豊沢川みのり会役員会及び総会

5 用排水調整・施設管理委員会、地区用排水調整・施設管理委員会

委員長、水路及びパイプライン管理人合同会議、柴沼地区換地委

員会

11 太田地区営農部会

17 新城川土地改良区第１区役員・総代先進地研修視察来所

18 第９回監事会、第２回臨時監査

19 太田地区営農部会

20 いろはす寄付金贈呈式

22 基幹水利施設管理事業(特別型)入札

24 水土里ビジョン策定に係る勉強会 大沢地区権利者会議

豊沢川土地改良区

理事長 久保田 泰 輝

組合員の皆様には平素より当土地改良区の業務運営全般に亘りご理解とご

協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

国内の人口減少下、農業をめぐる諸情勢は、依然として難しく厳しいもの

があります。エネルギーや生産資材価格等の高騰が続いておりますし、当地

域管内におきましては、基幹的な水利施設の多くは、経年劣化が顕在化して

おります。地域の将来を見据え、これら施設の計画的な更新・改修等の検討

とともに、年々増高している維持管理経費の状況を踏まえ、中長期的な見通

しからその財源となる賦課金の見直しについて早急に取り掛からなければならない状況にあります。

併せて大型農業機械の効率的な稼働や水管理の労力軽減等を視野に入れたほ場の再整備が求められてい

るとともに、用水管理のあり方も大きな課題となっております。近年の激しい気象の変化に伴い、安定し

た降水量を確保できる日数は減少し、雨の降り方が極端化しており、特に昨年、一昨年と、記録的な渇水

に見舞われ、組合員の皆さまには大変なご不便をおかけいたしました。

かんがい期間中の用水の安定確保が難しくなっている中で、令和８年度の配水計画につきましては、農

業関係団体の意見や用排水調整・施設管理委員会からの答申を踏まえ、取水制限期間を設けないこととい

たしました。今年の気象状況がどうなるか大変心配なところでありますので、組合員の皆様にはかんがい

期間全体を通じて徹底した節水をお願いいたします。水路・パイプライン管理人とともに地域の状況を注

視しながら適時適切な用水供給と通水管理に万全を期して参りますので、ご理解とご協力をお願いいたし

ます。

先般、３月６日に開催した通常総代会におきまして、令和８年度事業計画、収支予算等をご決定いただ

きましたが、改良区に課せられた基本的な使命を着実に果たすため、関係機関と連携を図り、役職員一

同、事業の推進に一層の努力をして参りますので、ご協力下さるようよろしくお願い申し上げます。

末筆になりましたが、天候不順な状況が続いております。組合員の皆様におかれましては、引き続き体

調管理に十分注意されますとともに、今後、大きな災害もなく出来秋が迎えられますことをご祈念申し上

げ、挨拶といたします。

東北農政局和賀中央農業水利事業所
豊沢川農業水利事業建設所長 金田 力

国営豊沢川農業水利事業は、平成27年度の事業着手から11年の歳月を経て

令和７年度で事業完工となりました。

これも久保田理事長はじめ、豊沢川土地改良区の組合員・役職員の皆様の

御尽力と御協力の賜物であり、心から感謝申し上げます。

お陰様で、経年劣化した豊沢ダム及びダム付属施設の改修並びに小水力発

電施設の新設などの事業計画に位置づけられた工事は、昨年の12月末までに

すべて完成し、特に「豊沢発電所」は、貴土地改良区が管理する農業水利施設の維持管理費の軽減、グリ

ーン社会への貢献及び二酸化炭素排出の削減が期待されているところです。

さて、昨年11月の完工式挙行に先立ち、旧ダム管理所構内にて当事業の完工を祝する記念植樹祭が執り

行われました。

当日は、お昼から天気が急変し雨の降る中でしたが、多くの関係者が出席し、２本の桜の苗木を協力し

て植樹しました。私は、前日に急性腰痛症（ぎっくり腰）を発症したため、植樹に加わることができませ

んでした。

この心残りの桜は、これから大きく成長し、毎年きれいな花を咲かせてくれることと思います。

我々建設所の職員は、建設所閉鎖に伴い各方面に異動となり、その姿を容易に目にすることは叶いませ

んが、シンボル・ツリーとなって、ダム管理所の皆様をはじめとする、多くの方々の新たな憩いの場所と

なることを願っています。

結びに、桜の木とともに地域の農業が成長し、将来の世代へ繋がっていくことを祈念申し上げますとと

もに、豊沢川土地改良区の益々の御発展と組合員の皆様方の益々の御活躍、御健勝を祈念申し上げ、挨拶

とさせていただきます。職員一同、大変お世話になりました。
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ご 挨 拶

ごあいさつ


